
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 「先住民」とされるアイヌですが、新しく出来た、例えば「ウ

ポポイ」（民族共生象徴空間・北海道白老町）なども、先住民

としての生活全体が取り上げられているという事では、全く

不十分です。その意味で、若い人たちがそこで生活をしてい

るアイヌの人たちを、現地に訪ねるのは大切な取組みです。 

  

【諸集会】 

◇12月 4日（木）～6日（土）、アートガレーヂにて、「クリスマ

ス手作りグッズ展」です。手作りで、手芸、工芸、木工など、

様々なものが出品されます。出品を希望される方は、事務所ま

でお声掛けください。 

 

【その他】 

◇待降節を迎えるにあたってのアドベントクランツは、「台」は、

かつて吉岡正敏さんにお願いした丈夫な輪っかがあり、それ

に、クリスマス・ホーリー（西洋ヒイラギ）の枝を結束バンド

で結ぶだけで、比較的に簡単に出来上がります。毎年この時期

に、園庭のクリスマス・ホーリーの実が赤くならなくて、やき

もきしますが、今年は何とか間に合いました。 

◇ウクライナからモルドバに避難をしている子どもたちとお母

さんを支援するための募金は、3,668 ,000 円（11 月 29 日現

在）です。「黄色と青色のハトにのるゆっくりくん」の組み木

は、107組が売れ 235,400円です。合計額は、3,903,400円で

す。7 月 11 日に 12 回目のモルドバ大使館への 30 万円の送金

をしました。今迄に、総額 3,600,000円を送金させて頂きまし

た。 

◇三宅島、飯舘村の子どもたちにプレゼントを届けるための募金

は、15,500円（11月 29日現在）です。 

 

【募金】 

「ペシャワール会」「アハリー・アラブ病院を支援する会」 

「東北・関東大地震」「辺野古新基地建設反対」 

各 500 円 11月 23 日分 

 

 
 
 
 
 
 
 

《諸 報 告》 

【教 会】 

◇本日より、「待降節」に入ります。アドベントクランツのロウソ

クに毎週 1 本ずつ火が灯され、4 本目の火が灯されると、12 月

21日（日）の「クリスマス記念礼拝」を迎えます。 

◇23日（日）の席上献金 10,710円は、謝恩日献金として、送金い

たします。 

◇次回の総合事務局会は、12月 9日（火）15時～です。 

◇12月 24日（水）18時より、「クリスマス燭火礼拝、クリスマス

コンサート」が予定されています。 

◇「クリスマス献金のお願い」を配布しています。ご協力よろし

くお願いします。23日現在、30,000円。 

 

【教会学校】 

◇12 月 12 日（金）17 時 30 分～、「合同子どもクリスマス会」

です。ゲストには、今年もリピート山中さんをお招きして、

楽しい時間を過ごさせていただく予定です。参加費、子ども

300 円、大人 500 円です。詳細は、別紙にてご覧ください。

けん玉大会もありますので、けん玉を忘れずに持ってきてく

ださい。 

◇12 月 21 日（日）の教会学校は、「クリスマス会」です。プレ

ゼント交換もあります。 

 

 

 

 

 

 

【地域共同・共生支援活動・事業】 

◇子どもたちの居場所「みんなのひろば・こうどう」として、毎

週水曜日、木曜日の朝 9 時 30 分～14 時まで、開催していま

す。興味のある方は、気軽にお尋ねください。 

◇12月の「こうどうぶんこ」は、毎週水曜日 15時～、3日、10

日、17日です。 

◇12月の「まち食堂」は、11日（木）、18日（木）です。12時

から、お食事代 500円。先着 20名様です。（ご予約優先） 

 18日（木）は、「クリスマスランチ」を予定していますので、

お食事代は、800円になります。 

◇12月の「エイサー隊」の練習日は、10日（水）18時～です。 

◇「園芸サークル」 

 毎週火曜日 10 時～、伏原町の畑にて活動しています。 

12 月の「淡路ワーク」は、19日（金）9 時～です。 

 

【政治・宗教思想研究会／関西神学塾】 

◇12 月 5 日（金）18 時～19 時、神戸女学院大学 文学部総合文

化学科の学生 6 名が、日本の先住民族「アイヌ」について、

歴史・文化（宗教）・言語などを学び、北海道のアイヌゆかり

の地などをフィールドワークで訪れた報告会を行います。場

所は集会室で、参加費は 500円です。 

～明日への祈り～ 

対話に憧れます。社会のあらゆる場所にそのことが広がっ

ていたら温かいだろうな。感情を差し出したら「あなたはそ

ういう気持ちなんですね」とそのまま受け止めてもらった瞬

間に体の中で起こる化学反応のようなものに。           

（山下 雅子） 

    
 

日本基督教団 西宮公同教会 

週  報 2025．№48  

聖日礼拝 
 

2025年 11月 30日（日）午前 10時 45分より 
 

            司 会：守屋 寛子 
            当 番：前田 貞枝 
             
             
前  奏                      奏楽者 

黙  想              一 同 

招  詞 マタイによる福音書第 11 章 28-29 節    司会者 

主 の 祈                    一 同 

交 読 文 33 詩 146 篇                  一 同 

讃 美 歌 97 番               一 同 

聖  書 マタイによる福音書第 21 章 1-11 節    司会者 

祈   祷                             司会者 

説  教 「ピエタ」  

菅澤 邦明 牧 師 

讃 美 歌 95 番               一 同 

献  金                一 同 

献金感謝               当 番           

頌    栄 542番                  一 同 

後   奏                           奏楽者 

報  告               司会者 

 

《次週礼拝予告》 
聖日礼拝 

2025 年 12 月 7 日（日）午前 10 時 45 分より 
聖 書：ルカによる福音書第 21 章 25-33 節 
説 教：「サンタクロースって ほんとに いるの？」 

       菅澤 邦明 牧師 
交読文：34 出エジプト記 20 章（十戒） 
讃美歌：100,106       
司 会：前田 貞枝       当 番：児玉 道子 

太陽光発電 2025年 10 月 1 日～31 日 1157.14Kw. 

太陽光発電 2025年 11月 1 日～29 日 932.85Kw. 

 

 

ペシャワール会         11,000 円 

アハリー・アラブ病院  41,000 円 

東北・関東大地震    18,000 円 

辺野古新基地建設反対   40,000 円 

                   11 月 23 日分 

   

          

  《次週礼拝予告》 

2025 年 12 月 7 日（日）午前 9 時より 

お 話：「？？？？？…」菅澤 邦明 

司 会：金澤 圭子 

【今週の十二使徒】 
◇馬鯛（またい）の柵 

◇婆流戸呂舞（ばるとろまい）の柵   

          


